
心理学科の4年間

心理学科  履修モデル（例） 3年次春学期

高校生の頃、うつ病になる人・ならない人
の違いに興味を持ち、心理学を学びたいと
思ってこの学科を志望しました。大学での
学びでは、3年次の「臨床心理実習A」とい
う授業で、グループワークを通して人の話
を聞く姿勢や相手への質問の仕方などを
工夫して信頼関係を築き、相手に傾聴する
ことの大切さを学びました。これは日常生
活で初対面の人と接する時などにも役立っ
ています。また、ゼミでは大学生活を送る
中で自分が強く関心を持った、ストレス状
況下で心理的不適応を乗り越えてうまく適
応する力「レジリエンス」をテーマに卒業論
文を執筆しています。心理学には幅広い専
門領域がありますが、明治学院大学ではさ
まざまな先生方の元でそれぞれの専門領
域を学べることが魅力です。将来は大学院
に進学し、うつ病による休職者をテーマに
研究したいと考えています。さらにその先は
企業に所属する臨床心理士になって、メン
タルヘルス不調者に対する心理的援助や
心理的な問題の予防などを行いたいと思
います。
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Featured 1

◎心の健康
◎心理学概論
◎心理学研究法
◎心理学統計法
●心理学的支援法
○神経・生理心理学
○知覚・認知心理学
○社会・集団・家族心理学Ⅰ
○発達心理学
○臨床心理学概論

◎調査法
●心理学英語講読A
●公認心理師の職責

◎基礎統計学 ◎心理学実験

◎基礎演習

○生理心理学実習 ○観察法実習
○調査法実習
○臨床心理実習B
○社会心理学実習A
○調査的面接法実習
●心理実習

○検査法実習
○臨床心理実習A
○認知心理学実習
○社会心理学実習B
○教育測定学実習

●心理学演習1A
●心理学演習1B

●心理学演習2A
●心理学演習2B

●心理演習

●卒業論文

［知覚心理学・学習心理学領域］  
●思考心理学
●知覚心理学
［生理心理学・比較心理学領域］  
●神経心理学
●生理心理学
［教育心理学・発達心理学領域］ 
●生涯発達心理学（青年）
●生涯発達心理学（成人・老年）
●教育・学校心理学
●発達臨床心理学
［研究法・英語講読］
●質的研究法

［臨床心理学・人格心理学領域］
●グループアプローチ
●健康・医療心理学
●心理的アセスメント
●精神疾患とその治療
●精神分析学
●認知行動療法
●司法・犯罪心理学
［社会心理学・産業心理学領域］
●社会・集団・家族心理学Ⅱ

●産業・組織心理学
●社会病理学
●コミュニティ心理学
●関係行政論
H心理学とキャリア

［知覚心理学・学習心理学領域］
●学習・言語心理学
［教育心理学・発達心理学領域］
●生涯発達心理学（乳幼児･児童）
●教育心理学
［臨床心理学・人格心理学領域］
●感情・人格心理学
●障害者・障害児心理学
●人体の構造と機能及び疾病
●心理臨床動作学
●福祉心理学
［社会心理学・産業心理学領域］
●異文化間心理学
●消費者心理学
●対人社会心理学
［研究法・英語講読］
●心理学英語講読Ｂ
●応用統計学

心理学の基礎を修得

概論、研究法や統計など、心理学の基礎
となる科目を学習。また少人数で行う演
習では、大学において不可欠な論理的思
考や文章作成能力、ディスカッション能
力を養います。

心理学の全体像を俯瞰して理解する「心理学概論」

実習・基礎演習を通して
実践的に心理を学ぶ

基礎科目、専門科目で学びを深めると同時
に、演習科目で実験・調査を計画・実施し、
こころを科学的にとらえる方法の基礎を学
習。「心理学英語講読」では、心理学の英
語論文を読みこなせる能力を養います。

実習と専門講義科目でさらに
深く学び卒業研究に取り組む

「検査法実習」など11の実習科目を開講。5つの
専門領域の中から自由に専門科目を選択。ゼミ
では、自身のテーマを決め卒業研究に取り組
む。論文執筆を通して、論理的思考や問題解決
力を養います。

心理学研究法 心理学統計法 心の健康

少人数で学ぶ「基礎演習」

心理学実験 調査法 生理心理学実習

知覚心理学・学習心理学領域

生理心理学・比較心理学領域

教育心理学・発達心理学領域

臨床心理学・人格心理学領域

社会心理学・産業・組織心理学領域

主な卒業論文テーマ
・アイドルファンの心理の特徴と性格特
性の検討
・部活動内の人間関係要因による不適
応発生から収束までのプロセス
・大学生の表情識別能力と他者への信
頼感の関連の検討
・青年期のパーソナリティに関する自己
開示と孤独感の関係―開示状況間
での比較―
・青年期の死別経験による人格的発達
と家族レジリエンスの関連
・Twitterにおける情報伝達の特徴に
関する探索的研究─ステレオタイプ
関連性と言語的抽象度に注目して─
・バナー広告の視覚的印象と単純接触
効果が商品への好意度に与える影響

Featured 2
Featured Courses 主な科目紹介

Featured 1

心理学的支援法

Featured 2

社会・集団・家族
心理学Ⅱ

1年次
Freshman

2年次
Sophomore

3・4年次
Junior, Senior

クラス
アドバイザー制

現代社会におけるさまざまな家族の問題を理解し、
その援助方法を学ぶ
家族心理学及び家族療法の基礎理論を学び、家族の葛藤や問題をどのよう
に理解し、臨床的な援助につなげていくかについて学習します。家族というシ
ステムの複雑さについて理解を深め、家族をより多面的に理解できるように
なることが目標です。

職場、学校、地域社会などのさまざまな場で必要とされる
心理学的支援について、基本的な理解を得る
心理学的支援を行う上での前提となる定義・倫理について学んだ上で、支
援が必要とされる場や対象、適用と限界などについて概観し、代表的な心理
療法とそれぞれの場における心理学的支援の実際について学びます。さら
に、支援者となるために必要なコミュニケーションスキルや心の健康教育に
ついて学びます。
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